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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血管閉鎖デバイスであって；
　外側周辺表面を規定する一次形状へと成形されたワイヤと；
　前記外側周辺表面の実質的な部分の周囲に巻かれた少なくとも１の重合繊維であって、
前記外側周辺表面の全周囲の周囲に延在する又は前記ワイヤの周囲に巻かれた重合繊維と
を具え；
　前記少なくとも１つの重合繊維が生物作用性材料を担持することを特徴とする血管閉鎖
デバイス。
【請求項２】
　前記ワイヤの周囲又は前記外側周辺表面の実質的な部分の周囲のいずれかに巻かれた前
記少なくとも１つの重合繊維は、閉鎖ピッチで巻かれていることを特徴とする請求項１に
記載の血管閉鎖デバイス。
【請求項３】
　前記ワイヤの周囲又は前記外側周辺表面の実質的な部分の周囲のいずれかに巻かれた前
記少なくとも１つの重合繊維は、開口ピッチで巻かれていることを特徴とする請求項１に
記載の血管閉鎖デバイス。
【請求項４】
　前記外側周辺表面の実質的な部分の周囲に巻かれた前記少なくとも１つの重合繊維は、
前記ワイヤの前記一次形状を完全に覆うことを特徴とする請求項１に記載の血管閉鎖デバ
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イス。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの重合繊維は、熱収縮性であることを特徴とする請求項４に記載の
血管閉鎖デバイス。
【請求項６】
　前記ワイヤは、放射線不透過性であることを特徴とする請求項１に記載の血管閉鎖デバ
イス。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの重合繊維は、放射線不透過性添加物をさらに含むことを特徴とす
る請求項６に記載の血管閉鎖デバイス。
【請求項８】
　脱離可能な先端をさらに有することを特徴とする請求項１に記載の血管閉鎖デバイス。
【請求項９】
　前記脱離可能な先端は、前記ワイヤに連結された電気分解で分離可能な結合部であり、
該電気分解で分離可能な結合部は、前記ワイヤよりも、イオン溶液中での電気分解に相対
的により感受性であり、ここで、前記ワイヤは、該電気分解で分離可能な結合部から電気
的に絶縁されていることを特徴とする請求項８に記載の血管閉鎖デバイス。
【請求項１０】
　前記一次形状は、螺旋コイルであることを特徴とする請求項１に記載の血管閉鎖デバイ
ス。
【請求項１１】
　前記ワイヤは、二次形状を有することを特徴とする請求項１０に記載の血管閉鎖デバイ
ス。
【請求項１２】
　第一末端および第二末端を有する引張抵抗部材をさらに含み、該引張抵抗部材は、前記
第一形状の内部の少なくとも一部を通って延び、該引張抵抗部材は、前記コイルが前記二
次形状にあるとき、該コイルの形状に実質的に影響を与えず、そして該引張抵抗部材は、
少なくとも２つの位置において該コイルに付着されていることを特徴とする請求項１１に
記載の血管閉鎖デバイス。
【請求項１３】
　血管閉鎖デバイスを作製するための方法であって、該方法は以下の工程：
　ａ）少なくとも１つの重合繊維を、ワイヤの周りに巻く工程であって、当該少なくとも
１つの重合繊維が生物作用性材料を担持している工程；及び
　ｂ）工程（ａ）の重合体で巻かれた該ワイヤを一次形状へと成形する工程；を包含する
ことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　血管閉鎖デバイスを作製するための方法であって、該方法は以下の工程：
　ａ）ワイヤを一次形状へと成形する工程；
　ｂ）マンドレルの周りに少なくとも１つの重合繊維を巻く工程であって、当該少なくと
も１つの重合繊維が生物作用性材料を担持している工程；
　ｃ）該少なくとも１つの重合繊維を加熱する工程；
　ｄ）該マンドレルから該加熱した少なくとも１つの重合繊維を取り出す工程；および
　ｅ）該ワイヤの該一次形状の周りに該取り外した少なくとも１つの重合繊維を付着する
工程、を包含することを特徴とする方法。
【請求項１５】
　前記ワイヤを加熱して、該ワイヤをさらに二次形状へと成形する工程を、該ワイヤの前
記一次形状の周りに前記少なくとも１つの重合繊維を付着する工程の前に、さらに包含す
ることを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記重合体で覆われたワイヤを加熱する工程をさらに包含することを特徴とする請求項
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１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記重合体で覆われたデバイスを二次形状へと成形する工程をさらに包含することを特
徴とする請求項１３又は１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記二次形状は、前記重合体で覆われたワイヤの前記一次形状を通じてスタイレットを
引張ることによって成形されることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記一次形状は、延長された螺旋コイルを包含することを特徴とする請求項１３又は１
４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記一次形状は、円柱螺旋コイルであることを特徴とする請求項１３又は１４に記載の
方法。
【請求項２１】
　前記ワイヤは、金、レニウム、白金、パラジウム、ロジウム、ルテニウム、ステンレス
鋼、タングステンおよびそれらの合金からなる群より選択される金属を含むことを特徴と
する請求項１３又は１４に記載の方法。
【請求項２２】
　前記重合繊維は、タンパク質ベースの重合体、生体吸収性重合体、および非タンパク質
ベースの重合体からなる群より選択されることを特徴とする請求項１３又は１４に記載の
方法。
【請求項２３】
　前記二次形状は、クローバー形状、８の字形状、花形状、渦巻き形状、卵型形状、ラン
ダムな形状および球形からなる群より選択されることを特徴とする請求項１１に記載のデ
バイス。
【請求項２４】
　前記二次形状は、クローバー形状、８の字形状、花形状、渦巻き形状、卵型形状、ラン
ダムな形状および球形からなる群より選択されることを特徴とする請求項１５又は１７に
記載の方法。
【請求項２５】
　前記重合繊維は、モノフィラメントを含むことを特徴とする請求項１に記載のデバイス
。
【請求項２６】
　前記重合繊維は、モノフィラメントを含むことを特徴とする請求項１３又は１４に記載
の方法。
【請求項２７】
　前記重合繊維は、マルチフィラメントを含み、該マルチフィラメントは、複数のフィラ
メントから構成されることを特徴とする請求項１に記載のデバイス。
【請求項２８】
　前記重合繊維は、マルチフィラメントを含み、該マルチフィラメントは、複数のフィラ
メントから構成されることを特徴とする請求項１３又は１４に記載の方法。
【請求項２９】
　前記生物作用性材料が、コラーゲン、フィブリノゲン、ビトロネクチン、増殖因子、及
び合成ペプチドからなる群から選択されることを特徴とする請求項１に記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の分野）
本発明は、患者の血管系内の塞栓形成のための医療デバイスに関する。より詳細には、本
発明は、重合体を用いて覆われた内部コアを含む閉鎖デバイスに関する。このデバイスは
、有利な取り扱い、配置および視覚的特徴を維持しつつ、細胞接着および増殖を増強する
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。
【０００２】
（背景）
血管閉鎖デバイスは、人体の血管系における開口部位内に配置される手術用の道具である
。このデバイスは、代表的には、カテーテルを介して、閉鎖されるべき血管系内の部位へ
と導入される。その部位は、血管の管腔内、またはおそらく血管に由来する動脈瘤内に存
在し得る。
【０００３】
そのような塞栓形成を作製するために使用されてきた種々の材料およびデバイスが存在す
る。例えば、微小繊維コラーゲンのような注射可能な流体、種々の重合発泡体およびビー
ズもまた使用されてきた。重合樹脂（特に、シアノアクリレート樹脂）は、注射可能な血
管閉鎖材料として使用されてきた。注射可能なゲルおよび樹脂の両方の材料は、代表的に
放射線不透過性材料とともに混合されて、得られた材料の正確な部位付けを可能にする。
シアノアクリレートの使用に関与するかなりの危険性が存在する。これは、誤配置の可能
性があるからである。そのような誤配置は、所望されない領域において塞栓を形成する。
シアノアクリレート樹脂またはグルーは、可能ではない場合でも、一旦それらが不適切に
配置されると取り出すことがいくらか困難である。
【０００４】
他の利用可能な血管閉鎖デバイスとしては、機械的な血管閉鎖デバイスが挙げられる。そ
のようなデバイスの例は、螺旋方向に巻かれたコイル、リボンおよびブレード（ｂｒａｉ
ｄ）である。種々に形成されたコイルが記載されている。例えば、米国特許第５，６２４
，４６１号（Ｍａｒｉａｎｔ）は、三次元の充填性血管閉鎖コイルを記載する。米国特許
第５，６３９，２７７号（Ｍａｒｉａｎｔ　ｅｔ　ａｌ．）は、ねじれた螺旋形状を有す
る塞栓形成コイルを記載する。そして、米国特許第５，６４９，９４９号（Ｗａｌｌａｃ
ｅ　ｅｔ　ａｌ．）は、種々の切断断面錐体状の血管閉鎖コイルを記載する。ランダムな
形状もまた記載されている。米国特許第５，６４５，０８２号（Ｓｕｎｇ　ｅｔ　ａｌ．
）は、カテーテルから配置される際にランダムな構成をとるコイルを用いた不整脈の処置
のための方法を記載する。米国特許第５，５２７，３３８（Ｐｕｒｄｙ）は、形成された
コイルが使用され得る、多構成要素の血管内閉鎖デバイスを記載する。実質的に球状に形
成された閉鎖デバイスが米国特許第５，４２３，８２９号（Ｐｈａｍ　ａｎｄ　Ｄｏａｎ
）に記載されている。米国特許第５，６９０，６６６号（発明の名称「Ｕｌｔｒａｓｏｆ
ｔ　Ｅｍｂｏｌｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｏｉｌｓ　ｗｉｔｈ　Ｆｌｕｉｄ－Ｌｉｋｅ　Ｐｒｏ
ｐｅｒｔｉｅｓ」（Ｂｅｒｅｎｓｔｅｉｎ　ｅｔ　ａｌ．）は、血管の空間へと導入した
後、ほとんどまたは全く形状を有しないコイルを記載する。
【０００５】
ヒト血管系に形状コイルおよび線状コイルを排出する種々の方法が存在する。血管系へコ
イルを物理的に押し出すことを示唆するこれらの特許に加えて（例えば、米国特許第４，
９９４，０６９　号（Ｒｉｔｃｈａｒｔ　ｅｔ　ａｌ．））、特に選択した時間および部
位においてそのコイルを排出する他の多数の方法が存在する。米国特許第５，３５４，２
９５号およびその原特許である米国特許第５，１２２，１３６号（両方とも、Ｇｕｇｌｉ
ｅｌｍｉ　ｅｔ　ａｌ．）は、電気的に脱離可能な塞栓デバイスを記載する。
【０００６】
種々の機械的に脱離可能なデバイスもまた知られている。例えば、米国特許第５，２３４
，４３７号（Ｓｅｐｅｔｋａ）は、連結表面を有するプッシャーから螺旋的に巻かれたコ
イルをねじで抜く方法を示す。米国特許第５，２５０，０７１号（Ｐａｌｅｒｍｏ）は、
そのプッシャーおよびその塞栓形成コイルの両方に装着された連結留め金を用いた塞栓形
成コイルアセンブリを示す。米国特許第５，２６１，９１６号（Ｅｎｇｅｌｓｏｎ）は、
連結ボールおよびキー溝型の連結を有する、脱離可能なプッシャー血管閉鎖コイルアセン
ブリを示す。米国特許第５，３０４，１９５号（Ｔｗｙｆｏｒｄ　ｅｔ　ａｌ．）は、そ
の近位末端の上にボール、および類似の末端を有するプッシャーを有する固定され近位に
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延びるワイヤを有するプッシャー血管閉鎖コイルアセンブリを示す。この２つの末端は、
カテーテルの遠位先端から追い出されるときに連結および解放される。米国特許第５，３
１２，４１５号（Ｐａｌｅｒｍｏ）もまた、ガイドワイヤの使用によって、単一のプッシ
ャーから多数のコイルを解放するための方法を示す。このガイドワイヤは、螺旋的に巻か
れるコイルの内部を有する連結し得る部分を有する。米国特許第５，３５０，３９７号（
Ｐａｌｅｒｍｏ　ｅｔ　ａｌ．）は、その遠位末端にスロート（ｔｈｒｏａｔ）をプッシ
ャーおよびその軸を通したプッシャーを示す。そのプッシャーシースは、塞栓形成コイル
の末端へと保持され、次いで、血管閉鎖コイルの近位末端に見出される部材に対して軸方
向に配置されるプッシャーワイヤを押し出す際に放出される。
【０００７】
さらに、いくつかの特許は、そのトロンボゲン形成（ｔｈｒｏｍｂｏｇｅｎｅｓｉｓ）を
増強するように設計された、さらなる材料を有する、展開可能な血管閉鎖デバイスを記載
する。例えば、繊維を有する、血管閉鎖デバイスは、Ｆｒｅｍｏｎｔ，　ＣａｌｉｆのＴ
ａｒｇｅｔ　Ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃｓ，　Ｉｎｃ．に譲渡された種々の特許に記載され
ている。接続された繊維を有するそのような血管閉鎖コイルが米国特許第５，２２６，９
１１号および同第５，３０４，１９４号（両方とも、Ｃｈｅｅ　ｅｔ　ａｌ．）に記載さ
れている。接続された繊維性材料を有する別の血管閉鎖コイルが米国特許第５，３８２，
２５９号（Ｐｈｅｌｐｓ　ｅｔ　ａｌ．）に見出される。このＰｈｅｌｐｓ　ｅｔ　ａｌ
．の特許は、その外部表面に多重繊維性ブレードで覆われる血管閉鎖コイルは記載される
。
【０００８】
トロンボゲン形成を増強する他の試みにおいて、血管閉鎖コイルはまた、種々の物質で処
置されている。例えば、米国特許第４，９９４，０６９号（Ｒｉｔｃｈａｒｔ　ｅｔ　ａ
ｌ．）は、伸張されそして折り畳まれるとき、線状の螺旋型の構成をとり、弛緩されると
き、回旋状の構成をとる、血管閉鎖コイルを記載する。伸張される状態は、所望の部位に
そのコイルを配置するにおいて使用され（そのカテーテルを通じてそれが通過することに
よる）、そしてそのコイルは、一旦そのデバイスがそのように配置されるとき、弛緩され
る構成をとる（これは、その血管を閉鎖するによりよく適切される）。Ｒｉｔｃｈａｒｔ
　ｅｔ　ａｌ．は、種々の形状を記載する。開示されるコイルの二次形状は、「花」の形
状および二重渦巻きを含む。このコイルは、アガロース、コラーゲンまたは糖でコーティ
ングされ得る。
【０００９】
米国特許第５，６６９，９３１号（Ｋｕｐｉｅｃｋｉ　ｅｔ　ａｌ．）は、血栓症または
医療用デバイスで充填またはコーティングされ得るコイルを開示する。米国特許第５，７
４９，８９４号（Ｅｎｇｌｅｓｏｎ）は、再形成可能な重合体を含む、動脈瘤閉鎖方法を
開示する。
【００１０】
米国特許第５，５３６，２７４号（Ｎｅｕｓｓ）は、種々の二次形状をとりうるスパイラ
ルインプラントを示す。いくつかの複合形状は、２以上のスパイラル形状インプラントを
連結することによって形成され得る。血液凝固を促進するために、そのインプラントは、
金属粒子、シリコーン、ＰＴＦＥ、ゴム格子または重合体でコーティングされ得る。
【００１１】
上記記載の文書のいずれも、本明細書において請求されるようなデバイスは示唆していな
い。
【００１２】
（発明の要旨）
本発明は、重合繊維によって代表的に少なくとも一部覆われる血管閉鎖デバイスを作製す
るためのデバイスおよび方法に関する。この血管閉鎖デバイスは、しばしば、螺旋型コイ
ルの一次形状を有する。特に、本発明のデバイスの１つの改変は、少なくとも１つの重合
繊維で覆われた単純なワイヤである。本発明を通じて使用される用語「重合繊維」とは、
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モノフィラメント（例えば、単一のフィラメント）またはマルチフィラメント構造（例え
ば、複数の単一のフィラメント）であって、一緒に巻かれ、ブレードされ、または他の方
法で結合されたものをいう。次いで、このワイヤは、螺旋状コイルの一次形状へと形成さ
れる。この螺旋状コイルは、例えば、延長され得るかまたは実質的に球状であり得る。ま
た、そのワイヤの上の重合繊維のピッチは、例えば、開口（ｏｐｅｎ）から閉鎖される（
ｃｌｏｓｅｄ）に及び得、それは、所望の重合体の所望の密度に依存する。その繊維のピ
ッチはまた、一貫し得るか、またはそのワイヤによって変動し得る。
【００１３】
本発明のデバイスの別の変形は、少なくとも１つの重合繊維を用いて螺旋コイルの一次形
状へと形成されたワイヤである。重合繊維は、その螺旋コイルのまわりを巻かれ、または
ブレードされ、従ってそのコイルを覆う。この螺旋コイルは、例えば、延長されたかまた
は実質的に球状であり得る。また、そのコイル上の重合繊維のピッチは、開口から閉鎖さ
れているものまでの範囲であり得、これは、所望の重合体の所望の遠位密度に依存する。
例えば、開口ピッチを有する繊維は、その繊維の各ターンの間に空間を有し、他方、閉鎖
されたピッチを有する繊維は、各ターンの間に空間を有しない。重合繊維の近位ピッチも
また、そのコイルにと一致し得るかまたはそれにそって変動し得る。
【００１４】
本発明のデバイスの別の改変は、そのデバイスの周りにブレードされる少なくとも１つの
重合繊維である。そのデバイスを覆うブレードは、開口を有するかまたは有しないで織ら
れ得る。そのブレードが開口部を有しないで織られる場合、そのブレードは、例えば密接
にブレードされ得る。
【００１５】
本発明のデバイスの別の変形は、実質的に螺旋コイルの一次形状を有し、かつさらに二次
形状を有する、重合体で覆われた血管閉鎖デバイスである。この重合体で覆われたデバイ
スのこの二次形状は、本発明の血管閉鎖デバイスの特定の使用のために改変された、種々
の形状および大きさから選択され得る。そのような二次形状は、例えば、クローバー形状
、８の字形状、実質的に球状、花形状、渦巻き形状、卵型形状、ランダムな形状である。
ランダム形状は、ランダムな形状の２Ｄコイルおよび３Ｄコイルの両方を含む。本発明の
特定の使用に必要な他の形状もまた、本発明の範囲内である。
【００１６】
本発明のデバイスの局面は、その血管閉鎖デバイスが放射線不透過性であり得る（例えば
、放射線不透過性内部コアワイヤまたはその重合繊維に添加された放射線不透過性添加物
の添加）。このデバイスはまた、脱離可能な尖端（例えば、機械的に脱離可能なもの、電
気分解で脱離可能なものなど）本発明のさらに別の変形は、そのコイルの近位での絶縁ま
たは高度の抵抗性の部材の使用である。抵抗性または絶縁部材は、任意の適切な材料であ
り得る（例えば、無機酸化物、のり（グルー）、重合インサート、重合カバーなど）。こ
の絶縁層または高度に抵抗性の層または結合部は、電気防食電気分解結合部を通じて電流
を集束させるようであり、そしてそれによって、移植物の脱離が起こる速度を改善する。
【００１７】
本発明の重合体材料としては、以下が挙げられるがそれらに限定されない：タンパク質ベ
ースの重合体、吸収性重合体、および非タンパク質ベースの重合体、あるいは、それらの
組合せ。このワイヤとしては、以下が挙げられるがそれらに限定されない：金、レニウム
、白金、パラジウム、ロジウム、ルテニウム、ステンレス鋼、タングステンおよびそれら
の合金。
【００１８】
重合体材料は、種々の薬剤（例えば、薬物、医薬、成長因子または遺伝子）のためのキャ
リアであり得る。
【００１９】
本発明の別の変形としては、コイルの一次形状の内部を通じて延びる少なくとも１つの引
張抵抗部材を有するコイルである。その引張抵抗部材は、直接または間接的に、そのコイ
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ルに対して、少なくとも２つの位置で固定して付着される。この引張抵抗部材は、好まし
くは、そのコイル内では緩やかであり、血管系内でのターンを通じてそのコイルの通過の
間のコイルの結合を妨害する。引張抵抗部材はまた、二次形状を有するコイルにおいて用
いられ得る。
【００２０】
本発明はさらに、少なくとも１つの重合繊維をワイヤの周りに巻きつける工程またはブレ
ードする工程、および例えば、その覆われたワイヤを螺旋コイルの一次形状へと成形する
工程を包含する。再び、その重合繊維としては、例えば、以下が挙げられる：モノフィラ
メント（例えば、単一フィラメント）、またはマルチフィラメント（例えば、複数のフィ
ラメント共に巻かれ、ブレードされ、または他の様式で会合もしくは結合されているもの
）。上記のように、その重合繊維のピッチは、例えば、開口から閉鎖にまで及び得るか、
またはそのピッチは、最終的なデバイスにおいて望ましい重合体の所望の密度に依存して
変動し得る。
【００２１】
本発明の別のプロセス変形は、マンドレル（例えば、Ｔｅｆｌｏｎマンドレル）の周りに
少なくとも１つの重合繊維を巻くまたはブレードする工程、次いでその重合繊維に熱を印
加する工程を包含する。次に、加熱された重合繊維は、マンドレルから取り出された、そ
して例えば、螺旋コイルの一次形状を有するワイヤに付着される。
【００２２】
本発明は、例えば、そのワイヤの上に重合体材料を浸すかまたは引張る工程、および次い
で一次形状へとそのワイヤを成形する工程を包含し得る。
【００２３】
本発明はまた、一次形状を有する重合体で覆われたワイヤを、二次形状へと成形する工程
をさらに包含し得る。これは、例えば、その重合体で覆われたワイヤの一次形状を通じて
スタイレットを引張ることによってなされ得る。そのような二次形状の例は、上記に提供
される。
【００２４】
本発明はまた、重合体で覆われたワイヤが二次形状に成形されたあとに、その重合体で覆
われたワイヤを加熱する工程をさらに包含し得る。
【００２５】
本発明はさらに、上記のような本発明の血管閉鎖デバイスを用いて動脈瘤を少なくとも部
分的に閉鎖するプロセスをさらに包含する。例えば、そのデバイスは、脱離可能な尖端を
用いることによってその動脈瘤へと配置され得る。上記のように、その脱離可能な尖端は
、例えば、電気分解で脱離可能または機械的に脱離可能な尖端であり得る。
【００２６】
自明であるように、本発明の１つの改変および／または局面の好ましい特徴および特性は
、本発明の任意の他の改変および／または局面に適用可能である。
【００２７】
（発明の説明）
本発明は、少なくとも部分的に重合繊維で巻かれている血管閉鎖デバイスおよびこれらの
血管閉鎖デバイスを作製するための方法に関する。
【００２８】
図１Ａは、代表的な血管閉鎖デバイス（１００）を示し、ここで、ワイヤ（１０４）が本
明細書中に記載される手順に従って重合体（１０２）で巻かれている。血管閉鎖デバイス
（１００）は、図１に示され、成分ワイヤの血管における外傷を引き起こす可能性を和ら
げるために、尖端（１０６）を備える螺旋状に巻かれたコイル（１０４）の一次形状を構
成する。このデバイスは、重合繊維（１０２）で巻かれたワイヤ（１０４）から作製され
る。図１Ａの図において、繊維（１０２）は、開口ピッチでワイヤ（１０４）の周りを巻
かれる。しかし、閉鎖ピッチ（図示されない）もまた、意図される。この改変において、
重合繊維（１０８）は、単一のフィラメントとして表される。しかし、一緒につなぎ合わ
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された複数のフィラメントのような、マルチフィラメント（図示されない）もまた意図さ
れる。重合繊維（１０８）は、ワイヤ（１１０）上の任意（または全て）においてワイヤ
（１１０）に付けられ得る。明らかに、重合繊維は、最初にワイヤそれ自体に配置され、
次いで繊維およびワイヤの組合せが、以下に記載される手順の１つを使用して二次形状（
すなわち、螺旋コイル）にされる。
【００２９】
図１Ｂは、血管閉鎖デバイス（１００）の別の改変を示し、ここで、重合繊維（１０８）
は、螺旋状に巻かれたコイル（１０４）上に配置され、このコイル（１０４）は、すでに
その一次形状に形成されている。この例において、デバイス（１００）の一次形状は、螺
旋状に巻かれたコイルである。デバイス（１００）は、血管における外傷を引き起こす成
分ワイヤの可能性を最小化するための尖端（１０６）を有する。また、デバイス（１００
）の周りの繊維（１０８）のピッチは、例示のみの目的のために閉鎖されて示され、ピッ
チが開口し得ることもまた意図される。
【００３０】
好ましくは、デバイス（１００）（図に示されるような螺旋コイルの一次形状を有し得る
）は、金属または重合体のような放射線不透過性、生体適合性材料を含む。デバイス（１
００）は、ワイヤを一次形状にするための加熱工程に供され得る（必ずしも必要ではない
）。適切な材料は、金、レニウム、白金、パラジウム、ロジウム、ルテニウム、種々のス
テンレス鋼、タングステンおよびそれらの合金から選択され得る。好ましい合金は、９０
％より多くの白金および残りの少なくとも一部がタングステンを含むものである。この合
金は、優れた生体適合性を示し、そしてなお一次および二次形状のコイルに巻かれるのに
十分な強度および延性を有し、人の身体への血管閉鎖デバイスの配置時にこれらの形状を
保持する。典型的にコイルを作るワイヤの直径は、しばしば、０．００５インチと０．０
５０インチの範囲、好ましくは約０．００１と約０．００３インチの間の直径である。
【００３１】
デバイスを覆う重合体材料（１０６、１０８）は、幅広い種々の材料から選択され得る。
このような例において、縫合糸型材料であり、これは、例えば、ブレードされるか、ある
いはそうでなければ一緒に結び付けられるかまたはつなぎあわされる単一のモノフィラメ
ントまたは複数のフィラメントである。合成および天然重合体、例えば、ポリウレタン（
ソフトセグメントがエステル、エーテルおよびカルボネートを含むブロック共重合体を含
む）、ポリエーテル、ポリイミド（熱硬化性材料と熱可塑性材料の両方を含む）、アクリ
レート（シアノアクリレートを含む）、エポキシ接着材料（ツーパートまたはワンパート
のエポキシ－アミン材料）、オレフィン（エチレン、プロピレン、ブタジエン、スチレン
、および熱可塑性オレフィンエラストマーの重合体および共重合体を含む）、ポリジメチ
ルシロキサンベースの重合体、架橋重合体、非架橋重合体、レーヨン、セルロース、ニト
ロセルロースのようなセルロース誘導体、天然ゴム、ラクチドのようなポリエステル、グ
リコリド（ｇｌｙｃｏｌｉｄｅｓ）、カプロラクトン重合体およびそれらの共重合体、ヒ
ドロキシブチレートおよびポリヒドロキシバレレート（ｐｏｌｙｈｙｄｏｘｙｖａｌｅｒ
ａｔｅ）およびそれらの共重合体、ポリジオキシノン（ｐｏｌｙｄｉｏｘｉｎｏｎｅ）の
ようなポリエーテルエステル、セバシン酸、ヘキサデカン二酸および他の二酸の重合体お
よび共重合体のような無水物、オルトエステルが使用され得る。これらの材料の混合物、
共重合体（ブロックとランダムの両方）がまた適切である。ポリエチレンテレフタレート
（ＰＥＴまたはダクロン）が、好ましい非生分解性重合体である。好ましい改変において
、重合繊維は、生分解性であって、そして人において創傷治癒における使用にすでに認め
られている材料を含む。典型的および好ましい生分解性重合体は、ポリグリコール酸およ
びポリ乳酸を含む。
【００３２】
重合繊維（１０２、１０８）の巻きのピッチは、重合体の所望の密度に依存して閉鎖から
開口の範囲にわたり得る。得られる一次コイル直径は、典型的に、０．００５～０．１５
０インチ、好ましくは、０．００８と０．０８５インチの範囲である。より小さなコイル
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直径は、より細い問題のために使用され、そしてより大きなコイル直径およびワイヤ直径
は、人の身体の大きな開口部で使用される。典型的なコイルの一次直径は、０．００７イ
ンチと０．０１８インチである。血管閉鎖デバイスの軸の長さは、０．５センチメートル
と１００センチメートルの間であり得る。コイルは、典型的に、１センチメートル当たり
１０ターンと７５ターンの間を有するように巻かれる。
【００３３】
図１Ａに詳細される改変において、少なくとも１つの重合繊維（１０２）は、最初にワイ
ヤ（１０４）の上に巻かれる。この改変はワイヤ（１０４）の上に繊維（１０２）を巻く
ことを議論するが、本発明は、ワイヤ（１０４）の周りに繊維（１０２）を同様にブレー
ドする操作を含む。重合体は、ワイヤ上に平坦にされる傾向があり、低いプロフィールお
よび外観のリボンを得る。次いで、覆われたワイヤは、例えば、一次形状を円柱または円
錐のマンドレルの周りに巻くことによってコイルを一次形状に形成される。他の適切な一
次形状は、ブレード、リボンなどを含む。好ましくは、一次形状は、約０．００５インチ
と約０．００９インチの間のマンドレル直径の上に巻く閉鎖ピッチを使用することによっ
て形成される。より大きなまたはより小さなマンドレルならびに開口ピッチもまた使用さ
れ得る。本発明の閉鎖デバイスは、従来の装置および手順を使用して作製され得る。
【００３４】
重合体は、重合体を融解することによって、または接着剤の使用によって、または他の適
切な手段によって、下にあるワイヤに接着され得る。次いで、そのとき硬化される（ｔｈ
ｅｎ－ｓｅｃｕｒｅｄ）重合体で覆われるワイヤは、螺旋形状に巻かれる。
【００３５】
図１Ｂは、典型的な血管閉鎖デバイス（１００）を示し、ここで、ワイヤ（１０４）は、
螺旋コイルの一次形状に形成されている。次いで、螺旋コイルは、以下に記載される手順
を使用して巻かれた重合繊維（１０８）で覆われる。図１Ｂに示されるように、血管閉鎖
デバイス（１００）は、血管における外傷を引き起こす成分ワイヤの可能性を和らげるた
めに、尖端（１０６）を備える螺旋状に巻かれたコイルを含む。デバイスは、重合繊維（
１０８）を用いて閉鎖ピッチ様式で巻かれるワイヤ（１０４）を含む。熱は、重合繊維に
ある形態を提供するために、ワイヤ（１０４）上に繊維（１０８）を配置する前にまたは
コイル状のワイヤ（１０４）上に繊維を配置の後に、巻かれた重合繊維に適用され得る。
【００３６】
図１Ｃ、１Ｄ、および１Ｅは、引張抵抗部材を用いて本発明のコイルの改変体の側面部分
断面図を示す。これらの図において、重合体の覆い（１０８）は、例示の目的のみのため
に一次形状（１０４）の周りに巻かれて示される。少なくとも１つの重合繊維を用いて巻
かれるワイヤ（図示されない）の使用もまた、本発明のデバイスのこれらの改変を用いて
意図される。
【００３７】
図１Ｃおよび１Ｄに示される改変は、第一末端（１０６、１１２）および第二末端（１１
０、１１４）を備える螺旋状に巻かれる外側コイル（１０４）から作製される。これらの
改変は、引張抵抗部材（１１６、１１８）を備え、これは、第一末端（１０６、１１２）
と第二末端（１１０、１１４）との両方に固定的に取り付けられて示される。特定の状況
において、２つの末端の１つのみに、末端間の少なくとも１つの部位に、または２つの末
端のいずれでもなく引張抵抗部材（１１６，１１８）を取り付けることが望ましくあり得
る。明らかに、伸長耐性を達成するために、引張抵抗部材は、コイルの少なくとも２つの
点に取り付けなければならない。
【００３８】
図１Ｃに示される改変の引張抵抗部材（１１６）は、繊維の望ましくは重合体である。引
張抵抗部材（１１６）は、熱可塑性または熱硬化性であり得、血管閉鎖コイル（１００）
上に融解されるか、接着されるか、またはそうでなければ固定的に取り付けられる束のス
トランドまたは単一のストランドを含み得る。
【００３９】
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本発明のこの改変において、引張抵抗部材は、好ましくは、重合体（天然または合成）で
あり、これは、インサイチュで二次形態に熱硬化され得る。熱処理されたかまたは熱形成
された重合ストランド（単一または複数）の使用は、コイルの二次形状に影響するべきで
はなく、選択された形態のデバイスが安全成分からの妨害なしにその閉鎖機能を実行し得
ながら、伸長耐性を提供するべきである。いくつかの場合において、特定の適用のための
硬さまたは電気伝導性を提供するために、引張抵抗部材（１１６）において１つ以上の金
属性ストランドを備えることが望ましくあり得る。
【００４０】
図１Ｄに示される改変の引張抵抗部材（１１８）は、第一末端（１０６）に、第二末端（
１１０）に、またはそれらの末端に対して中間の１つ以上の位置においてコイルにハンダ
付けされるか、ロウ付けされるか、接着されるか、またはそうでなければ固定的に取り付
けられる単純なワイヤまたは「リボン」である。
【００４１】
図１Ｅに示される改変は、第一末端（１０６）に、第二末端（１１０）に、または１つ以
上の中間の位置に、ハンダ付けされるか、ロウ付けされるか、接着されるか、またはそう
でなければ固定的に取り付けられる螺旋状に巻かれたコイルから構成される引張抵抗部材
（１２０）を備える。この配置において引張抵抗部材（１２０）は、ワイヤ改変（図１Ｄ
の１１８）よりも大きな尺度の側面可撓性を提供する。この引張抵抗部材（１２０）は、
外側コイル（１０４）と同じ方向または別の方向のいずれかに巻かれ得る。この改変の大
きくない欠点は、軸方向に伸長される場合、図１Ｄの改変よりも伸長することである。
【００４２】
引張抵抗部材（１１６、１１８、１２０）を構築する際に使用される材料は、任意の幅広
い種々の材料であり得；好ましくは、金属または重合体のような放射線不透過性材料が使
用される。適切な金属および合金の伸長耐性材料（１１６、１１８、１２０）は、白金族
金属、特に、白金、ロジウム、パラジウム、レニウム、ならびにタングステン、金、銀、
タンタル、およびこれらの金属の合金が挙げられる。これらの金属は、有意な放射線不透
過性を有し、そしてそれらの合金において、可撓性および硬さを有する適切なブレンドを
達成するように作られ得る。これらはまた、非常に生物学的に不活性である。白金／タン
グステン合金（例えば、８％がタングステンおよび残りが白金）が非常に好ましい。
【００４３】
本発明のいくつかの改変において、リボンまたはコイル引張抵抗部材（１１６、１１８、
１２０）は、放射線不透過性および可撓性のいくらかの犠牲が許容され得る場合、任意の
幅広い種々のステンレス鋼であり得る。機械的観点から構成について非常に望ましい材料
は、高い応力に供されているにもかかわらずそれらの形状を維持する材料である。特定の
「超弾性合金」には、種々のニッケル／チタン合金（４８～５８％の原子がニッケル、そ
して必要に応じて適度の量の鉄を含む）；銅／亜鉛合金（３８～４２重量％の亜鉛）；１
～１０重量％のベリリウム、ケイ素、スズ、アルミニウム、またはガリウムを含む銅／亜
鉛合金；あるいはニッケル／アルミニウム合金（３６～３８％の原子がアルミニウム）が
挙げられる。米国特許第３，１７４，８５１号、同第３，３５１，４６３号；および同第
３，７５３，７００号に記載される合金が特に好ましい。「ニチノール」として公知のチ
タン／ニッケル合金が特に好ましい。これらは、非常に小さな直径のワイヤとして使用さ
れる場合でさえ、変形なしに有意な屈曲を許容する非常に丈夫な合金である。
【００４４】
ニチノールのような超弾性合金がデバイスに使用される場合、コイルワイヤの直径は、比
較的より延性のある白金または白金／タングステン合金が構築のための材料として使用さ
れる場合よりも、有意に小さくあり得る。
【００４５】
一旦、一次コイル（１０４）が巻かれると、引張抵抗部材（１１６、１１８、１２０）は
、一次コイル（１０４）の管腔に挿入され、望ましいようにコイルの固定される。末端（
１０６、１１２、１１０、１１４）は、好ましくは、一次コイル（１０４）と同じ直径で
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ある。
【００４６】
あるいは、一次コイルは、その二次形態に成形され、コイルが緩めた場合に二次形態に戻
るように熱処理される。次いで、引張抵抗部材がコイルの管腔に挿入され、望ましいよう
に固定される。引張抵抗部材は、コイルが二次形態に戻る場合、コイルの形状に実質的に
影響しない。好ましくは、引張抵抗部材は、管腔の内側のフックに取り付けられ、熱処理
が使用され、重合体の少なくとも一部をコイルに融合する。次いでコイルは、その二次形
態を形成するために緩められ得、コイルから伸長する任意の伸長耐性フィラメントが、コ
イルに熱シールされる。コイルが本明細書に記載されるようにカテーテルを通過し得、コ
イルがその二次形態に戻り得るように、重合体にいくらかの緩みがあることが必要である
。二次コイルは、熱処理され得る。好ましくは、熱処理は、少なくとも重合体のＴｇから
重合体の融点よりも下の温度までで行われる。
【００４７】
重合体引張抵抗部材（１１６、１１８、１２０）に適切な重合体材料は、熱硬化性または
熱可塑性のいずれかであり得る。しかし、本発明のこの改変について、重合体は、ストラ
ンドが二次形態に対応する形態を受容するように熱処理され得る重合体であるべきである
。熱可塑性重合体が好ましい。なぜなら、熱可塑性重合体は、融解され、末端（１０６、
１１２、１１０、１１４）に形成され得るので、デバイス（１００）を構築するための手
順の単純化を可能にするからである。はんだごてのような単一のデバイスが、末端を形成
するために使用され得る。熱硬化性プラスチックは、典型的に、接着によって、適所に保
持される。適切な重合体は、繊維にされ得る最も生体適合性の材料を含むが、これには、
熱可塑性プラスチック、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）（特にダクロン
）のようなポリエステル；ナイロンを含むポリアミド；ポリエチレン、ポリプロピレン、
ポリブチレン、それらの混合物、アロイ、ブロックおよびランダム共重合体のようなポリ
オレフィン；ポリグリコール酸；ポリ乳酸；フルオロポリマー（ポリテトラフルオロ－エ
チレン）、またはシルクまたはコラーゲンでさえ挙げられる。伸長耐性重合体は、導入の
後に動脈瘤において細胞増殖を促進するために、例えば、ポリ乳酸またはポリグリコール
酸のような分解性縫合糸として使用される材料から作製され得る。人の身体における安全
かつ効果的な使用の長い歴史が理由で、繊維性ＰＥＴ（ダクロンとして販売される）およ
びポリプロピレンが好ましい。例えば、１０－０および９－０のポリプロピレン縫合糸材
料の形態のポリプロピレンが非常に好ましい。本発明者らは、重合体の直径が、典型的に
約０．０００１インチと約０．０１インチの間である。
【００４８】
図１Ｆ、１Ｇおよび１Ｈは、本発明のコイル（１００）の末端の側面部分断面図を示す。
また、これらの実施例において、重合体の覆い（１０８）は、例示の目的のみのために、
一次形状（１０４）の周りに巻かれて示される。少なくとも１つの重合繊維を用いて巻か
れるワイヤ（図示されない）の使用もまた、本発明のデバイスのこれらの改変とともに意
図される。図１Ｆもまた、伸長体性部材（１１６）も作製する先に融解されたストランド
から形成される末端（１１０）を備える螺旋状に巻かれた外側コイル（１０４）を示す。
このタイプの末端は、金属製の末端よりも適度に高い血管閉鎖特性を有すると考えられ得
る。この構造に対する他の機能等価物は、エポキシおよびそれらの等価物のような接着剤
から形成される末端（１１０）を備え、性質において機械的である。
【００４９】
図１Ｇは、コイル部材（１０４）の長さを固定し、これが伸長することを妨げる外部結び
目（１２２）を示し；図１Ｈは、コイル（１０４）の内側直径よりも大きな直径であり、
コイルが伸長することを妨げる改良される塊の先に融解された重合体または接着剤を示す
。結び目（１２２）およびブロック（１２４）は、コイル（１０４）に取り付けられない
で示されるが、取り付けられ得る。
【００５０】
示される血管閉鎖デバイスは、以下に記載されるコイルの例示である。
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【００５１】
図２Ａ～２Ｇは、二次形状を有する本発明の血管閉鎖デバイス（１００）を示す。これら
の形状は、本発明に適切な種々の二次形状の単純な表示である。他の形状もまた使用され
得る。図示されないが、図２Ａ～２Ｇに示されるデバイスは、図１Ａ～１Ｂに提供される
ような重合繊維を組み込む。デバイス（１００）は、デバイスを二次形状にするために当
業者に公知なように加熱工程に供され得るが、必ずしも必要ではない。先の述べられたよ
うに、二次形状を有するデバイス（１００）は、引張抵抗部材を含んでも良いが、これに
限定されない。
【００５２】
図２Ａは、クローバーの葉の二次形状を有するデバイス（１００）を示す。図２Ｂは、ね
じれた８の字の二次形状を有するデバイス（１００）を示す。図２Ｃは、花状の形状の二
次形状を有するデバイス（１００）を示す。図２Ｄは、実質的に球形の二次形状を有する
デバイス（１００）を示す。図２Ｅは、ランダムな二次形状を有するデバイス（１００）
を示す。図２Ｆは、渦巻きの二次形状を有するデバイス（１００）を示す。図２Ｇは、卵
状の二次形状を有するデバイス（１００）を示す。
【００５３】
図３は、引き続き一次形状（図示されない）に形成されるワイヤ（１０４）の周りに少な
くとも１つの重合繊維（１０２）を巻く方法を示す。ワイヤ（１０４）を回転させ、重合
繊維（１０２）を回転するワイヤ上に単純に巻く。上で述べるように、繊維（１０２）の
ピッチは、開口または閉鎖のいずれかであり得る。重合繊維（１０２）は、１つ以上の場
所でワイヤ（１０４）に接着され得る。繊維（１０２）自身は、重合体にまたは繊維自身
に、例えば、エチルビニルアセテート（ＥＶＡ）のような接着剤の添加によって、粘着性
であり得る。
【００５４】
図４は、一次重合体で覆われた形状から二次形状を形成する方法を示す。スタイレット、
マンドレル、または特定の尖端形状（２１０）を有する成形要素（２００）を、デバイス
（１００）の内側直径を通して引っ張り、これによって、デバイス（１００）を機械的に
操作し、そして成形する。いくつかの例において、マンドレルは、デバイスを成形するた
めに熱に沿って使用され得る。
【００５５】
デバイスを二次形状に形成した後、重合体で覆われたデバイスをさらに加熱する工程は示
されていない。このさらなる加熱工程は、重合体材料をデバイス（１００）の二次形状に
するために使用され得る。
【００５６】
図５Ａは、動脈瘤（２０）へのデバイス（１００）の配置を示す。この例において、デバ
イス（１００）は、カテーテル（２２２）の助けをかりて動脈瘤（２２０）に配置される
。カテーテル（２２２）を、動脈瘤（２２０）の首部（２２４）にうまく導入する。この
例において、デバイス（１００）は、ランダムな二次形状を有するが、デバイス（１００
）は、状況が必要である場合、任意の形状を有し得る。
【００５７】
図５Ｂは、機械的に脱着可能な尖端（３００）を有するデバイス（１００）の改変を示す
。このデバイスは、送達デバイス（３０４）（例えば、カテーテル）および機械的に脱着
可能な尖端（３０２）を有するプッシャー（３０６）を使用して配置される。送達デバイ
ス（３０４）が引き取られる場合、より近位の機械的に脱着可能な尖端（３０２）は、コ
イル（１００）にある機械的に脱着可能な尖端（３００）から分離され得る。
【００５８】
図５Ｃは、電気分解的に脱着可能な尖端（３１４）を有するデバイス（１００）の改変を
示す。デバイス（１００）は、電気分解的に脱着可能な尖端（３１２）を有するプッシャ
－（３０８）によって送達される。デバイス（１００）は、電気分解的に脱着可能な接合
部（３１０）をかいしてプッシャ－（３０８）に接続される。デバイス（１００）が動脈
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瘤（２２０）に望ましいように配置される場合、電気分解的に脱着可能な接合部（３１０
）は、適切な電流をプッシャー（３０８）に適用することを介してはずされる。上に記載
されるＧｕｇｌｉｅｌｍｉの特許は、電気分解的に切断可能な接合部の操作方法の拡大さ
れた説明を提供する。
【００５９】
図５Ｄは、絶縁層を有する電気分解接合部の改変を示す。図５Ｄは、本発明の１つの改変
のより遠位部分のクローズアップを示す。この改変は、コアワイヤ（３１０）および取り
付けられたインプラント（３２０）を備える。典型的には、コアワイヤ（３１０）は、伝
導性であるが、電気分解的に切断可能な接合部（３１２）の近位と遠位の両方において絶
縁層（３１１）で覆われる。コアワイヤ（３１０）の内側は、インプラント（３２０）に
物理的に取り付けられる。本発明のこの改変において、インプラント（３２０）は、螺旋
状に巻かれたコイルである。
【００６０】
この改変において、高い抵抗性または絶縁性の層または部材は、コアワイヤ（３１０）か
らインプラント（３２０）を電気的に絶縁する。本発明のこの改変において、コアワイヤ
（３１０）上の絶縁層（３１１）は、コアワイヤ（３１０）の末端に単純に連続される。
任意のブッシング（３１４）は、インプラント（３２０）からこれをさらに分離するため
に、コアワイヤ（３１０）上に配置される。任意のブッシング（３１４）は、スペーサー
として単に作動するので、任意の適切な材料であり得る。絶縁層（３１１）は、ポリテト
ラフルオロエチレン（例えば、テフロン（登録商標））、ポリパラキシルキシレン（例え
ば、パリレン）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンテレフタレート
（ＰＢＴ）、シアノアクリレート接着剤、または他の適切な絶縁層であり得るが、好まし
くは、重合体であり、最も好ましくは、ＰＥＴである。
【００６１】
本発明の手順に従って作製されるデバイスは、以下に概説されるような手順を使用して、
身体内の選択された部位に導入され得る。この手順は、種々の病気を処置する際に使用さ
れ得る。例えば、動脈瘤（２２０）の処置において、動脈瘤（２２０）自身は、本明細書
に詳細される手順に従って作製されるデバイスで占められ得る。デバイスが動脈瘤（２２
０）内に配置されたすぐ後に、外側コーティングがその部位に炎症を引き起こすと考えら
れる。塞栓が形成し始め、いくらかの後に、少なくとも部分的にコラーゲンである高度に
血管化された材料によって、少なくとも部分的に置換される。この塊は、本発明の血管閉
鎖デバイスの周りに形成される。
【００６２】
一般的に、選択された部位は、特定の選択されたカテーテルおよびガイドワイヤの収集を
使用して、血管系を通じて到達される。動脈瘤（２２０）が遠隔部位（例えば、脳）であ
る場合、この部位に到達する方法は、幾分限定されることは明らかである。１つの広く受
け入れられる手順は、Ｒｉｔｃｈａｒｔらに対する米国特許第４，９９４，０６９号に見
出される。Ｅｎｇｅｌｓｏｎらに対する米国特許第４，７３９，７６８号に見出されるよ
うな精密な末端血管（ｅｎｄｏｖａｓｃｕｌａｒ）カテーテルを利用する。
【００６３】
まず第１に、いわゆる「イントロデューサー」カテーテルは、脈管構造の入り口部位を通
して導入される。典型的に、これは、鼠けい部の大腿動脈を通される。時々選択される他
の入り口部位は、首部において見出され、一般的に、このタイプの医療を実施する医師に
よって周知である。一旦、イントロデューサーが適所に配置されると、ガイドカテーテル
のような、より小さなしかしなおかなり大きなカテーテルは、入り口部位から処置される
部位に近い領域に安全な経路を提供するために使用される。例えば、人の脳の部位を処置
する際に、大腿動脈の入り口部位から、心臓に伸長する大きな動脈を通って上に、大動脈
弓を通って心臓の周りに、そして大動脈の上側から伸長する動脈の１つを通って下流に伸
長するガイドカテーテルが使用される。ガイドカテーテルは、首部のすぐ上の領域で終結
する。次いで、Ｅｎｇｅｌｓｏｎの特許に記載されるようなガイドワイヤおよび神経血管
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カテーテルは、ユニットとしてガイドカテーテルを通して配置される。一旦、ガイドワイ
ヤの尖端がガイドカテーテルの末端に達すると、処置される部位に医師によって透視検査
を使用して伸長される。処置部位とガイドカテーテル尖端の間の移動の間、ガイドワイヤ
は、ある距離進められ、神経血管カテーテルが続く。一旦、神経血管カテーテルの遠位尖
端とガイドワイヤの両方が、処置部位に達すると、そのカテーテルの遠位尖端は、例えば
、処置される動脈瘤（２２０）の口部内に適切に配置され、次いで、ガイドワイヤが引っ
張られる。次いで、神経血管カテーテルは、身体の外側に対して開いた管腔を有する。次
いで、本発明のデバイスは、処置部位に管腔を通して押される。これらは、それらの形状
、サイズ、または容積のため、種々の位置で保持される。これらの概念は、Ｒｉｔｃｈａ
ｒｔらの特許ならびに他のものに記載される。一旦、血管閉鎖デバイスが血管部位に位置
すると、塞栓が形成する。
【００６４】
別の改変において、デバイスを覆う重合繊維は、生体作用性分子のためのキャリアとして
使用される。細胞付着および／またはトロンボゲンを増加する生物作用性の材料の非制限
的な例は、天然と合成の化合物の両方、例えば、コラーゲン、フィブリノーゲン、ビトロ
ネクチン（ｖｉｔｒｏｎｅｃｔｉｎ）、他の血漿タンパク質、増殖因子（例えば、血管内
皮増殖因子、「ｖＥＧＦ」）、これらの合成ペプチドおよび一般的に１つまたは両方の末
端において付着されたＲＧＤ（アルギニン－グリシン－アスパラギン酸）残基を有する他
のタンパク質を含む。さらに、創傷治癒に関与するかまたは細胞付着を促進するペプチド
（例えば、遺伝子）をコードするポリヌクレオチド配列がまた使用され得る。
【００６５】
上記手順およびデバイスの改変、ならびに本発明を維持する際にこれを使用する方法は、
この機械および手術分野の当業者に明らかである。これらの改変は、先の特許請求の範囲
内と意図される。
【図面の簡単な説明】
【図１Ａ】　図１Ａは、コアワイヤの周りを少なくとも１つの重合繊維で覆われた一次形
状を有するコアワイヤを有する重合体で覆われた閉鎖デバイスの部分図である。
【図１Ｂ】　図１Ｂは、デバイスの一次形状を覆う少なくとも１つの巻かれた重合体繊維
を有する形状コアワイヤを有する、重合体で覆われた閉鎖デバイスの部分断面図を示す。
【図１Ｃ】　図１Ｃは、おおよそ線形の繊維性引張抵抗部材を有する、本発明に従って作
製された血管閉鎖コイルの側面図の部分的な展開図を示す。
【図１Ｄ】　図１Ｄは、おおよそ線形の繊維性引張抵抗部材を有する、本発明に従って作
製された血管閉鎖コイルの側面図の部分的な展開図を示す。
【図１Ｅ】　図１Ｅは、おおよそ線形の繊維性引張抵抗部材を有する、本発明に従って作
製された血管閉鎖コイルの側面図の部分的な展開図を示す。
【図１Ｆ】　図１Ｆは、本発明の血管閉鎖コイルの代表的な末端の側面図の部分的な切取
図を示す。
【図１Ｇ】　図１Ｇは、本発明の血管閉鎖コイルの代表的な末端の側面図の部分的な切取
図を示す。
【図１Ｈ】　図１Ｈは、本発明の血管閉鎖コイルの代表的な末端の側面図の部分的な切取
図を示す。
【図２Ａ】　図２Ａ～図２Ｇは、二次形状を有する重合体で覆われた閉鎖デバイスの改変
を示す。図２Ａは、クローバー形状のものの二次形状を有する、重合体で覆われた閉鎖デ
バイスの改変を示す。
【図２Ｂ】　図２Ｂは、８の字のものの二次形状を有する、重合体で覆われた閉鎖デバイ
スの改変を示す。
【図２Ｃ】　図２Ｃは、花状のものの二次形状を有する、重合体で覆われた閉鎖デバイス
の改変を示す。
【図２Ｄ】　図２Ｄは、実質的に球状の二次形状を有する、重合体で覆われた閉鎖デバイ
スの改変を示す。
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【図２Ｅ】　図２Ｅは、ランダムな二次形状を有する、重合体で覆われた閉鎖デバイスの
改変を示す。
【図２Ｆ】　図２Ｆは、渦巻きのものの二次形状を有する、重合体で覆われた閉鎖デバイ
スの改変を示す。
【図２Ｇ】　図２Ｇは、卵状のものの二次形状を有する、重合体で覆われた閉鎖デバイス
の改変を示す。
【図３】　図３は、ワイヤの周りに少なくとも１つの重合繊維を巻くかまたはブレードす
る方法を例示する。
【図４】　図４は、重合体で覆われたワイヤの一次形状を通じてスタイレットを引張るこ
とによって二次形状を成形する方法を例示する。
【図５Ａ】　図５Ａは、重合体で覆われた閉鎖デバイスを配置して動脈瘤を少なくとも部
分的に閉鎖する方法を例示する。
【図５Ｂ】　図５Ｂは、機械的に脱離可能な尖端を有する、重合体で覆われた閉鎖デバイ
スを例示する。
【図５Ｃ】　図５Ｃは、電気分解的に脱離可能な尖端を有する、重合体で覆われた閉鎖デ
バイスを例示する。
【図５Ｄ】　図５Ｄは、インプラントの近位の高度に抵抗性の部材または絶縁部材を有す
る、電気分解的に脱離可能な尖端を有する、重合体で覆われた閉鎖デバイスを例示する。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図１Ｄ】
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